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きたがた議会だより

平成29年
第6回定例会

　
平
成
29
年
第
6
回
議
会
定
例
会
が
9
月
19
日
か
ら
26
日
ま
で
の
8
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
町
長
提
出
の
条
例
・
補
正
予
算
・
決
算
認
定
な
ど
の
議
案
15
件
と
議
員

提
出
の
意
見
書
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
七
人
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
正
副
議
長
の
改
選
な
ど
、
議
会
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
一
般
会

計
は
62
億
2
5
9
万
円
、
特
別

会
計
と
企
業
会
計
の
合
計
は

33
億
5
，2
3
2
万
円
で
総
合

計
95
億
5
，4
9
1
万
円
の
決

算
と
な
り
前
年
度
を
11
億
9
，

1
1
7
万
円（
11
％
）下
回
り
ま

し
た
。

　

一
方
歳
入
で
は
、
一
般
会
計

65
億
5
，6
4
0
万
円
、
特
別

会
計
と
企
業
会
計
の
合
計
は

37
億
3
，5
8
6
万
円
で
総
合

計
1
0
2
億
9
，2
2
6
万
円

と
な
り
前
年
度
を
11
億
5
，

9
5
0
万
円（
10
％
）下
回
り
ま

し
た
。

決
算
の
概
要

平成28年度決算を認定
62億259万円一般会計歳出

歳入

歳出

歳入合計　65億5,640万円

歳出合計　62億259万円

町税
22億978万円

民生費
21億425万円

総務費
10億2，910万円

土木費
9億210万円

教育費
7億4，847万円

衛生費 4億2，364万円

公債費(借金)
5億7，503万円

町債（借金）
5億2，060万円

地方交付税
12億3，846万円

県支出金
3億9，995万円

諸収入
1億5，846万円

地方消費税
交付金
2億8，177万円

その他
10億2，895万円

国庫支出金
7億1，843万円

消防費 2億8，462万円
議会費 6，623万円
農林水産業費 3，435万円

労働費 1，369万円
商工費 2，111万円

一
　
般
　
会
　
計
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特別会計と企業会計の歳入歳出決算額の比較
会　計　名 区　分 平成28年度 平成27年度 比　較

国民健康保険特別会計
歳　入 26億4,471 26億9,620 △5,149
歳　出 23億5,391 24億7,646 △1億2,255
差　引 2億9,080 2億1,974 7,106

後期高齢者医療特別会計
歳　入 1億8,664 1億7,114 1,550
歳　出 1億8,045 1億6,659 1,386
差　引 619 455 164

下 水 道 事 業 特 別 会 計
歳　入 7億3,896 7億3,080 816
歳　出 6億9,136 7億0,250 △1,114
差　引 4,760 2,830 1,930

南東部開発事業特別会計
歳　入 120 − 120
歳　出 45 − 45
差　引 75 − 75

上 水 道 事 業 会 計
収　益 1億6,435 1億6,651 △216
費　用 1億2,615 1億3,195 △580
純利益 3,820 3,456 364

（単位：万円）

基金・町債の比較 （単位：万円）
区　　分 平成28年度末現残高 平成27年度末現残高 比　　較

基金（貯金） 29億5,577 30億9,327 △1億3,750

町債（借金） 75億4,511 75億4,056 455

町の財政状況
区　　分 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度 平成24年度

経常収支比率 89.4 88.4 89.6 86.7 84.6

公債費負担比率 10.7 10.7 12.4 11.7 12.0

財政力指数（3カ年平均） 0.633 0.627 0.619 0.615 0.622
＊経常収支比率 …… 収入に対する経常費（人件費、光熱費等）の比率で、75％を超えていると財政の硬直化が進んでいる。
＊公債費負担比率 … 一般財源に占める公債費（借金）の割合で、低いほど財政が安定している。
＊財政力指数 ……… 財政上の能力を示す指数をいい、「1」に近いほど財政力が強い。

財政健全化審査意見書

区　　　　分 平成28年度 平成27年度 平成26年度 早期健全化基準
実 質 赤 字 比 率 − − − 15
連結実質赤字比率 − − − 20
実 質 公 債 費 比 率 10.9 11.2 10.9 25
将 来 負 担 比 率 59.5 56.4 16.1 350

　8月3日に財政健全化審査を実施した。健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書
類は、いずれも適正に作成されているものと認められた。
　健全化判断比率については、法令の早期健全化基準と比較すると、いずれも該当しないか大きく下
回っている。

注：実質赤字比率、連結実質赤字比率については、赤字額がないため「−」と表示している。
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監
査
委
員
か
ら
の
意
見
事
項

①
各
会
計
の
実
質
収
支
は
、
一

般
会
計
、
特
別
会
計
の
国
民
健

康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、

下
水
道
事
業
、
南
東
部
開
発
事

業
と
も
に
黒
字
で
あ
る
が
、
純

計
決
算
で
は
、
特
別
会
計
の
国

民
健
康
保
険
を
除
き
実
質
収
支

で
赤
字
で
あ
る
。
従
前
よ
り
一

般
会
計
の
繰
出
金
に
よ
り
補
て

ん
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の

財
政
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
否
め
な
い
。
特
に
下
水
道
事

業
会
計
の
歳
出
面
に
お
い
て

は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
見
直

す
支
出
が
な
い
か
中
長
期
・
マ

ク
ロ
的
に
引
き
続
き
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

②
各
会
計
と
も
引
き
続
き
黒
字

会
計
と
な
っ
て
い
る
が
、
財
政

構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収

支
比
率
が
5
年
間
で
84
・
6
％

〜
89
・
6
％
と
基
準
の
75
％
を

大
き
く
上
廻
っ
て
お
り
、
現
状

で
は
特
に
問
題
は
な
い
も
の

の
、
経
常
経
費
支
出
の
見
直
し

と
削
減
に
引
き
続
き
努
力
す
る

必
要
が
あ
る
。

③
上
水
道
事
業
会
計
の
純
利
益

は
、
10
・
5
％
増
加
し
て
お
り
、

現
状
で
は
健
全
な
る
運
営
で
経

営
成
績
及
び
財
務
状
態
は
良
好

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
老

朽
化
し
た
施
設
、
設
備
の
維
持

管
理
及
び
更
新
等
に
多
額
の
費

用
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
人

口
減
少
や
節
水
志
向
の
高
揚

等
、
水
道
事
業
経
営
に
お
け
る

収
益
の
減
少
等
に
よ
り
将
来
厳

し
い
状
況
が
考
え
ら
れ
る
の

で
、
引
き
続
き
中
期
的
な
期
間

に
わ
た
り
計
画
的
な
維
持
管
理

と
更
新
事
業
を
進
め
ら
れ
た

い
。条

例
関
係

ふ
る
さ
と
寄
附
金
条
例
の

一
部
改
正

　

寄
附
金
を
活
用
す
る
事
業
に

新
規
事
業
（
盛
り
上
げ
よ
う
地

域
活
性
化
事
業
）
を
追
加
す
る

た
め
の
改
正
で
す
。

生
活
環
境
の
保
全
に
関
す

る
条
例
制
定

　

建
物
等
に
物
品
等
が
堆
積

し
、
害
虫
や
ね
ず
み
、
悪
臭
の

発
生
や
火
災
発
生
の
お
そ
れ
に

よ
り
、
建
物
周
辺
の
生
活
環
境

が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
適
正
化

す
る
た
め
の
条
例
で
す
。

人
事
関
係

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
同
意

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、奥
田
明
仁
さ
ん（
朝

日
町
）を
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。
任
期
は
4
年
で

す
。

そ
の
他

岐
阜
市
及
び
北
方
町
に
お

け
る
連
携
中
枢
都
市
圏
の

形
成
に
係
る
連
携
協
約
の

締
結
に
関
す
る
協
議

　

連
携
中
枢
都
市
圏
を
形
成
す

る
た
め
、
岐
阜
市
と
連
携
協
約

を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

本
巣
消
防
事
務
組
合
規
約

の
変
更

　

消
防
広
域
化
に
よ
る
組
合
の

解
散
に
伴
う
必
要
な
事
項
を
定

め
る
た
め
の
規
約
変
更
で
す
。

契
約
関
係

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

新
築
工
事
請
負
契
約
を
締
結

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

を
建
設
す
る
た
め
、
梅
田
建
設

株
式
会
社
と
8
，7
2
6
万
4
千

円
で
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し

ま
し
た
。

第
5
回議会

臨
時
会

　

8
月
4
日
に
第
5
回
議
会
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
で
は
3
件
の
議
案

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

南
東
部
開
発
事
業
に
お
け
る

開
発
造
成
用
地
を
取
得
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　

南
東
部
開
発
事
業
に
伴
い
、

町
道
路
線
を
廃
止
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

一
般
会
計

�

補
正
予
算
（
第
2
号
）

　

北
方
小
学
校
校
舎
の
改
修

や
、
大
野
町
の
給
食
セ
ン
タ
ー

か
ら
譲
り
受
け
た
消
毒
保
管
庫

を
設
置
す
る
た
め
の
補
正
で

す
。
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一般会計補正予算（第3号）
歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ5,093万円を追加し、63億4,514万円としました。

主な歳出補正

福祉医療費県補助金過年度分返還金........................ 1,779万円
自立支援給付費等国県負担金過年度分返還金....... 1,065万円
地域型保育給付負担金................................................... 875万円
旧姓併記に伴う住民記録システム等改修委託料...... 583万円
他

主な財源

防災対策事業債（消防広域化事業）.......................... 9,120万円
前年度繰越金................................................................. 3,382万円
財政調整基金繰入金.................................................△9,000万円
他

国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
　　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ48万円を追加し、24億7,747万円としました。
　　国民健康保険制度を改正するにあたり必要な費用を補正するものです。

後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
　　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ51万円を追加し、1億9,774万円としました。
　　過年度町保健事業費負担金償還の為の補正です。

議　員　名
審　議　案　件 村木 松野 三浦 杉本 安藤

（哲）
安藤
（巖）鈴木

安藤
（浩）

井野
議長

財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
町道路線の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成29年度一般会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第5回議会臨時会　議案等の審議結果 （○…賛成　×…反対）

第6回議会定例会　議案等の審議結果 （○…賛成　×…反対）
議　員　名

審　議　案　件 村木 松野 三浦 杉本 安藤
（哲）

安藤
（巖）鈴木

安藤
（浩）

井野
議長

教育委員会委員の任命同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
ふるさと寄附金条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
生活環境の保全に関する条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
工事請負契約の締結（北方町コミュニティーセンター新築工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成29年度一般会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成29年度国民健康保険特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成29年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
岐阜市及び北方町における連携中枢都市圏の形成に係る連携協約の締結に関する協議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
本巣消防事務組合規約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成28年度一般会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成28年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成28年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成28年度下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成28年度南東部開発事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
平成28年度上水道事業会計利益の処分及び決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
所得税法第56条の廃止を求める請願 × × ○ × ○ × × ○ －
「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」に基づく補助率等のかさ上げ措置の継続を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
北朝鮮の弾道ミサイル発射と核実験に抗議する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
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意見書を可決し、関係大臣に提出しました

北朝鮮の弾道ミサイル発射と核実験に抗議する意見書
　我が国をはじめ国際社会は、北朝鮮に対して、国連安全保障理事会において、核実験やミサイルの発射
等の挑発行為を行わないよう繰り返し要求してきたところである。
　弾道ミサイルについては、今年に入って既に十発以上が予告も無く日本海に向け発射され、さらに、中国・
四国地方上空を通過させグアム島沖に中距離弾道ミサイルの発射や、近日には太平洋上において、水爆の
実験をほのめかすなど、軍事的挑発がエスカレートしている。
　この様な中、平成29年8月29日及び9月15日の早朝に、北朝鮮によって発射された弾道ミサイルが、北海
道の上空を通過し襟裳岬東方沖の太平洋上に落下した。こうした行為は、国民の生命や安全・安心を著し
く脅かす、これまでにない重大かつ深刻な事態であり、航空機及び船舶の安全確保の観点からも極めて危
険な行為である。
　さらに、9月3日、北朝鮮は、6回目となる核実験を強行した。これは、明白な国連安全保障理事会の決議
違反であるだけでなく、爆発規模が過去最大と推測されるなど、重大かつ差し迫った新たな段階の脅威で
ある。
　これら北朝鮮による一連の行為は、国際社会の平和と安全・安心を著しく損なうものであり、断じて容
認することはできない。
　よって、北方町議会は、北朝鮮に対し断固として抗議し、強く非難する。また、政府においては、以下
の措置を講ぜられることを強く要求する。

記

１　国際社会と協調の上、世界で唯一の被爆国である日本として、北朝鮮がこの様な暴挙を繰り返すこと
のないよう、問題解決に向け、必要なあらゆる措置を講ずること。
２　高度な警戒態勢を維持しながら、ミサイル発射時における情報の伝達、具体的な避難行動の周知など、
国民の安全・安心を守るため必要な、あらゆる実効性のある対策を実施すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」に
基づく補助率等のかさ上げ措置の継続を求める意見書
　道路は、地域経済の成長や住民生活の向上を図るとともに、交流人口や物流を増大させ、地域の連携に
よる都市の成長をもたらすストック効果が期待される重要な社会資本である。また、災害時には救援活動や、
復旧復興等、町民の生命を守るライフラインとしても必要不可欠である中、既存道路施設の老朽化対策や
通学路の交通安全対策等の課題にも直面しており、「安全・安心」で円滑な交通を確保する道路整備は急務で
あるため、整備事業に係る持続的かつ安定的な財源を確保することは極めて重要である。
　このような状況において、「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」（以下「道路財特法」
という）の規定に基づく補助率等のかさ上げ措置が平成29年度末で期限切れとなり、平成30年度より地方負
担が増加することになれば、道路整備の更なる遅滞を招くことはもとより、地方創生に全力を挙げて取り
組んでいるこの時期に補助率等が低減することは、地方の努力に水を差すものであり、大きな影響が生じ
ることになる。
　よって、本町議会は国に対し、道路財特法の補助率等のかさ上げ措置については、平成30年度以降も継
続することを強く求め、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
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　10月4日に香川県綾歌郡宇多津町議会の教育民
生常任委員会委員5名と職員2名が来庁されまし
た。北方町で導入されたコミュニティ・スクール
の成果と課題について、教育委員会から説明を受
けた後、北方小学校の授業風景を見学しました。

香川県綾歌郡宇多津町議会がコミュ
ニティ・スクールについて視察来庁

　7月12日に、北方小学校3年生の児童が役
場の見学に訪れました。教育委員会の職員
から説明を受けながら、議場や委員会室を
見学しました。

北方小学校の3年生が
議場を見学

　8月23日に長野県木曽郡木曽町議会議員12名と職員2名、10月16日に福岡県八女郡広川町議会議
員6名と職員2名が来庁されました。両町は庁舎建設を計画しており、北方町庁舎の建設の経緯か
ら建物の特徴や問題点などの説明を担当職員から受け、庁舎内を見学されました。

長野県木曽郡木曽町議会と福岡県八女郡広川町議会が
庁舎建設のため視察来庁

木曽町議会 広川町議会

　

町
議
会
議
員
及
び
議
長
と
し
て
長

年
在
職
し
、地
方
自
治
の
振
興
発
展
に

寄
与
・
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
顕
著
で
あ

る
こ
と
か
ら
、井
野
勝
已
議
員
が
岐
阜

県
町
村
議
会
議
長
会
長
か
ら
自
治
功

労
者
表
彰
の
特
別
表
彰
（
町
村
議
会

議
員
25
年
以
上
）及
び
一
般
表
彰
（
町

村
議
会
議
長
7
年
以
上
）を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

岐
阜
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
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7人の議員が町政を問う
一般
質問

一般質問は、行財政全般にわたる議員主導による
政策論議であり大事な議員活動の場です

町
内
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

日
程
見
直
し
を

町
内
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

内
、
軟
式
野
球
大
会
の

開
催
時
期
は
8
月
後
半
と
固
定

し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
猛
暑

日
が
多
く
、
熱
中
症
に
な
る
条

件
が
揃
っ
て
お
り
危
険
で
あ

る
。
来
年
度
か
ら
開
催
時
期
の

見
直
し
が
で
き
な
い
か
。

有
里
教
育
次
長

　

主
催
の
体
育
協
会
で
企
画
・

運
営
を
行
っ
て
い
る
為
、
要
望

を
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

公
園
遊
具
や
ト
イ
レ
に
つ
い
て

①
一
部
の
公
園
で
は
腐
食
に
よ

る
遊
具
撤
去
後
、
新
し
い
遊

具
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
所

が
あ
る
。
設
置
し
な
い
理
由

を
知
り
た
い
。
今
後
の
遊
具

設
置
計
画
で
は
、
利
用
者
が

多
く
広
い
敷
地
に
も
関
わ
ら

ず
遊
具
が
ブ
ラ
ン
コ
又
は
す

べ
り
台
の
み
の
公
園
を
優
先

し
て
ほ
し
い
。

②
管
理
員
を
委
託
し
て
い
る
公

園
名
と
そ
の
業
務
を
知
り
た

い
。
2
週
間
に
1
回
の
清
掃

で
は
少
な
す
ぎ
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
ト
イ
レ
備
品
を

切
ら
さ
な
い
よ
う
対
策
も
お

願
い
し
た
い
。

山
田
都
市
環
境
課
長

①
限
ら
れ
た
予
算
の
中
、
修
繕

や
撤
去
を
優
先
し
て
い
る
が
、

昨
年
度
は
1
箇
所
、
今
年
度

は
2
箇
所
新
設
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
遊
具
を
撤
去
し

た
公
園
か
ら
順
次
新
設
し
て

答

答

問

問

い
き
ま
す
。

②
個
人
や
団
体
に
ト
イ
レ
清
掃

を
委
託
し
て
い
る
公
園
は
、

柱
本
公
園
、
八
切
公
園
、
間

長
島
公
園
で
す
。
そ
の
他
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
清
掃
が

3
公
園
あ
り
ま
す
。
備
品
の

補
充
や
清
掃
の
頻
度
を
上
げ

る
に
は
、
自
分
た
ち
の
公
園

で
あ
る
認
識
の
も
と
、
地
域

の
住
民
に
よ
る
管
理
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
最
善
と
考
え

ま
す
。
委
託
等
お
願
い
で
き

る
方
を
探
し
て
い
る
の
で
、

議
員
各
位
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

安
藤
浩
孝 

議
員

安
藤
哲
雄 

議
員

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
検
討
を

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は

保
護
者
と
赤
ち
ゃ
ん
へ

絵
本
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、

絵
本
を
介
し
て
心
触
れ
合
う
時

間
を
も
つ
き
っ
か
け
作
り
を
目

的
と
し
た
事
業
で
あ
る
。
親
子

で
温
か
な
時
間
が
持
て
る
こ
と

や
、
子
ど
も
の
読
書
習
慣
へ
の

影
響
を
与
え
る
こ
と
も
で
き
る

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
検
討

さ
れ
て
は
ど
う
か
。

大
塚
健
康
づ
く
り
担
当
課
長

　

親
子
で
楽
し
く
本
を
読
む
場

を
一
体
的
に
設
け
、
家
庭
で
も

読
み
聞
か
せ
を
し
て
み
よ
う
と

思
え
る
よ
う
な
働
き
か
け
を
す

る
た
め
に
は
、
図
書
館
の
職
員

問答

ブランコのみの公園（渕之上公園内）
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と
連
携
・
協
力
す
る
必
要
が
あ

る
為
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
の
実
施
を
検
討
し

ま
す
。

よ
り
よ
い
町
　
北
方
へ

来
年
度
町
制
1
3
0
年

を
迎
え
る
本
町
は
、
土

地
区
画
整
理
事
業
の
推
進
、
市

街
化
区
域
の
拡
大
な
ど
町
づ
く

り
が
な
さ
れ
、
今
後
は
南
東
部

開
発
が
進
め
ら
れ
、
新
た
な
雇

用
や
賑
わ
い
が
期
待
さ
れ
る
。

①
グ
リ
ー
ン
通
り
の
総
合
体
育

館
か
ら
南
6
0
0
m
の
沿
道

を
市
街
化
調
整
区
域
か
ら
市

街
化
区
域
へ
一
部
見
直
し
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

②
旧
名
鉄
揖
斐
線
沿
い
の
田
畑

に
つ
い
て
鉄
道
廃
線
敷
と
一

体
と
な
っ
た
開
発
が
で
き
な

い
か
。山

田
都
市
環
境
課
長

①
市
街
化
区
域
と
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
が
、
地
域
再
生
計

画
を
策
定
し
、
天
王
川
よ
り

東
側
部
分
を
南
東
部
開
発
事

業
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

問

グ
リ
ー
ン
通
り
沿
い
は
、
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

て
社
会
情
勢
に
応
じ
た
土
地

の
有
効
活
用
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

②
こ
の
地
域
の
開
発
は
、
土
地

所
有
者
の
意
識
の
醸
成
が
肝

要
な
為
、
慎
重
に
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

バ
ス
の
遅
延
対
策
を

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
進

出
す
る
バ
ス
は
全
て
百

年
記
念
通
り
経
由
の
も
の
で
あ

る
が
、
国
道
1
5
7
号
線
栄
町

交
差
点
の
信
号
待
ち
に
よ
り
遅

延
が
懸
念
さ
れ
る
。
右
矢
印
信

号
機
の
設
置
等
で
対
策
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

臼
井
防
災
安
全
課
長

　

交
通
量
調
査
の
実
施
や
岐
阜

バ
ス
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
し
て

現
況
を
把
握
し
、
信
号
の
対
応

を
公
安
委
員
会
へ
要
望
し
ま
す
。

新
庁
舎
の
熱
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て

新
庁
舎
の
熱
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

①
昨
年
6
月
か
ら
の
1

年
間
の
電
気
・
ガ
ス

の
使
用
量
、
料
金
な

ら
び
に
C
O
2
削
減

の
実
績
は
。

②
通
風
や
熱
負
荷
低

減
、
高
断
熱
化
等
に

よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

低
減
、
C
O
2

削
減

の
目
標
は
ク
リ
ア
で

き
た
か
。
旧
庁
舎
と

比
較
検
討
し
た
所
感

を
聞
き
た
い
。

問 答

答

問

③
空
調
の
効
き
が
悪
い
問
題
は

解
決
さ
れ
た
の
か
。

奥
村
総
務
課
長

①
電
気
使
用
量
２
７
２
，３
７
２

K
w
h
、
料
金
６
，９
９
０
，

７
１
７
円
。
ガ
ス
使
用
量
１
，

３
２
５
㎥
、
料
金
１
３
２
，２

２
０
円
で
す
。
C
O
２
削
減
量

は
２
８
，５
８
２
．０
５
㎏
で
す
。

②
空
調
機
は
旧
庁
舎
は
ガ
ス
、

新
庁
舎
は
電
気
を
主
と
し
て

い
る
為
、
単
純
比
較
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
料
金
の
差
は
５

８
０
，２
６
９
円
の
減
、
C
O
２

排
出
量
も
①
の
と
お
り
大
幅

に
削
減
し
、
一
定
の
結
果
が

得
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

③
自
動
ド
ア
の
開
口
の
調
整
や

冷
気
流
入
対
策
、
空
調
機
の

電
源
を
入
れ
る
時
間
を
早
め

る
等
の
対
策
に
よ
り
一
定
の

効
果
を
感
じ
て
い
ま
す
。

旧
庁
舎
の
備
品
等
の
扱
い

旧
庁
舎
の
備
品
、
美
術

品
等
は
今
後
ど
う
さ
れ

る
の
か
。

　

奥
村
総
務
課
長

　

既
に
多
く
は
学
校
や
も
と
す

広
域
連
合
等
の
関
係
機
関
に
譲

り
、
残
り
の
備
品
に
つ
い
て
は
、

年
明
け
以
降
に
自
治
会
を
対
象

と
し
た
物
品
の
譲
渡
会
を
行
う

予
定
で
す
。
美
術
品
等
に
つ
い

て
は
一
旦
新
庁
舎
に
保
管
し
、

今
後
は
き
ら
り
等
町
内
施
設
で

の
展
示
や
、
新
庁
舎
で
現
在
展

示
し
て
い
る
絵
画
と
定
期
的
に

入
れ
替
え
る
等
、
活
用
方
法
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

問 答

答

渋滞が発生する栄町加茂東徳繁交差点

旧庁舎に残る美術品
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つ
い
て
共
有
し
、
迅
速
か
つ

効
率
的
な
防
災
行
動
実
施
に

努
め
て
い
ま
す
。

④
災
害
対
策
本
部
の
設
置
・
運

営
訓
練
に
お
け
る
シ
ナ
リ
オ

の
参
考
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
。

⑤
今
後
は
風
水
害
時
の
経
験
を

踏
ま
え
、
多
種
多
様
な
状
況

を
想
定
し
な
が
ら
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
を
見
直
す
と
と
も
に
、

消
防
署
等
他
の
防
災
関
係
機

関
と
の
共
有
化
に
つ
い
て
も

検
討
し
ま
す
。

青
パ
ト
事
業
に
つ
い
て

青
色
回
転
灯
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
事
業
に
つ
い
て

次
の
点
を
聞
き
た
い
。

①
青
パ
ト
の
活
動
の
現
状
は
。

②
今
後
も
職
員
で
活
動
す
る
の

か
。

③
活
動
規
範
は
あ
る
の
か
。

臼
井
防
災
安
全
課
長

①
火
曜
と
金
曜
の
午
後
3
時
頃

か
ら
約
1
時
間
程
度
、
町
内

の
通
学
路
や
公
園
等
を
中
心

に
職
員
が
見
回
り
し
て
い
ま
す
。

②
基
本
的
に
は
職
員
で
活
動
し

ま
す
が
、
自
治
会
等
の
防
犯

意
識
の
高
揚
に
よ
り
、
青
パ

ト
実
施
の
機
運
が
高
ま
っ
た

場
合
、
実
施
団
体
へ
の
委
嘱
・

支
援
を
検
討
し
ま
す
。

③「
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

要
領
」の
他
、
通
学
路
を
中

心
と
し
た「
ル
ー
ト
図
」、「
危

険
箇
所
等
を
記
載
し
た
地

図
」を
備
え
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

答 問

統
一
し
た
道
路
景
観
に

平
成
23
年
度
よ
り
施
工

開
始
し
た
町
道
3
号
線

は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
有
無

や
縁
石
と
ポ
ー
ル
、
ポ
ー
ル
と

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
、
グ
リ
ー
ン

通
り
と
い
う
統
一
し
た
名
称
に

も
関
わ
ら
ず
箇
所
に
よ
り
バ
ラ

バ
ラ
な
印
象
を
与
え
る
。
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
機
会
に
統
一
さ
れ

た
道
路
景
観
に
し
た
ら
ど
う
か
。

牛
丸
技
術
調
整
監

　

北
方
町
都
市
計
画
道
路
の
防

護
柵
に
係
る
景
観
的
配
慮
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
方
針
を
踏
ま
え
、

グ
リ
ー
ン
通
り
は
国
道
1
5
7

号
よ
り
北
は
住
宅
地
が
広
が
っ

て
い
る
為
、
景
観
に
配
慮
し
た

縁
石
の
整
備
と
し
、
南
は
商
業

等
に
よ
る
物
流
区
間
と
し
て
交

通
量
も
多
い
為
、
防
護
柵
で
の

整
備
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
の

道
路
整
備
に
つ
い
て
も
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
方
針
を
基
本
と
し
、

統
一
し
た
道
路
景
観
と
す
る
こ

と
も
踏
ま
え
、
総
合
的
な
観
点

で
整
備
を
進
め
ま
す
。

問答

問

松
野
由
文 

議
員

答 タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
活
用
を

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は
災

害
時
に
い
つ
・
誰
が
・

何
を
す
る
か
を
時
系
列
で
実
施

主
体
ご
と
に
整
理
し
た
計
画
で

あ
る
。
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ
い

て
次
の
点
を
聞
き
た
い
。

①
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て

い
る
か
。

②
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る

か
。

③
企
業
や
住
民
等
と
連
携
対
応

が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

④
防
災
訓
練
へ
ど
の
よ
う
に
反

映
し
て
い
る
か
。

⑤
今
後
の
活
用
方
法
は
。

臼
井
防
災
安
全
課
長

①
台
風
版
と
前
線
に
よ
る
豪
雨

版
の
2
種
類
の
風
水
害
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

②
全
職
員
に
配
布
し
、
風
水
害

時
に
漏
れ
な
く
適
切
な
行
動

が
執
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

③
木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所
及

び
岐
阜
県
に
も
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
提
供
し
て
お
り
、
各
々

の
役
割
及
び
対
応
方
法
等
に

芝原中町地内

青パト車で見回りしています

小柳地内
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北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ

ル
発
射
に
関
し
て

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
に

対
し
、
住
民
は
自
分
自

身
で
自
分
や
家
族
の
安
全
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
も
迅
速
か
つ
正
確
な

情
報
が
瞬
時
に
伝
わ
る
こ
と
が

最
も
重
要
と
考
え
る
。
次
の
点

を
聞
き
た
い
。

①
町
の
防
災
無
線
は
正
常
に
作

動
す
る
の
か
。
消
防
庁
か
ら

命
じ
ら
れ
た
J
ア
ラ
ー
ト
受

信
機
の
点
検
実
施
と
そ
の
結

果
を
聞
き
た
い
。

②
今
後
、
北
方
町
が
対
象
地
域

と
な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
関

わ
る
J
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ

れ
た
際
、
町
は
ど
の
よ
う
な

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
設
置
を

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
の
切
れ
目
の
な
い

支
援
に
つ
い
て
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
拡
大

が
進
ん
で
い
る
。
妊
娠
か
ら
出

産
後
ま
で
安
心
し
て
相
談
で
き

る
場
所
は
、
母
親
の
強
い
味
方

に
な
る
。

①
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
向
け
て
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

②
育
児
へ
の
不
安
や
重
圧
に
よ

る
産
後
う
つ
対
策
と
し
て
、

施
設
へ
の
宿
泊
や
日
帰
り
利

用
、
家
事
な
ど
を
支
援
す
る

産
後
ヘ
ル
パ
ー
事
業
、
産
後

問

問

村
木
俊
文 

議
員

杉
本
真
由
美 

議
員

体
制
を
と
り
、
町
民
に
対
し

ど
の
よ
う
な
情
報
を
発
信
す

る
の
か
。

③
自
主
防
災
訓
練
に
て
、
弾
道

ミ
サ
イ
ル
の
飛
来
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
自

治
会
は
あ
る
か
。
ま
た
、
そ

の
自
治
会
に
対
し
て
町
は
ど

の
よ
う
に
指
導
す
る
の
か
。

臼
井
防
災
安
全
課
長

①
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を

年
2
回
実
施
し
、
保
守
業
者

と
と
も
に
関
連
機
器
の
確
認

及
び
点
検
等
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
消
防
庁
か
ら
の
通
知

に
よ
る
点
検
も
行
い
、
不
備

が
無
い
こ
と
を
確
認
し
て
い

ま
す
。

②
ま
ず
防
災
安
全
課
職
員
を
中

心
と
し
た
情
報
収
集
体
制
を

立
ち
上
げ
、
状
況
に
応
じ
警

戒
本
部
体
制
な
ど
順
次
体
制

を
強
化
し
ま
す
。住
民
へ
J
ア

ラ
ー
ト
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発

射
情
報
、
通
過
情
報
、
落
下

場
所
等
の
情
報
を
防
災
行
政

無
線
を
通
し
て
放
送
し
ま
す
。

そ
の
後
の
情
報
に
つ
い
て
は

国
や
県
の
指
示
に
従
い
周
知

し
ま
す
。

③
本
年
度
は
実
施
す
る
自
治
会

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
然
災

害
と
同
様
に
扱
う
べ
き
事
象

で
あ
る
こ
と
を
今
後
周
知
し
、

避
難
・
対
応
訓
練
の
実
施
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

答

広報を流す防災行政無線室 Jアラート

健
診
の
助
成
に
つ
い
て
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

大
塚
健
康
づ
く
り
担
当
課
長

①
国
は
平
成
32
年
度
末
ま
で
に

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
を
求
め
て
い
ま

す
。
町
の
実
態
に
即
し
た
セ

ン
タ
ー
の
開
設
に
向
け
て
検

討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

②
産
後
う
つ
を
発
見
す
る
産
後

健
診
に
つ
い
て
は
、
問
診
を

実
施
し
て
把
握
し
迅
速
に
報

告
す
る
と
い
う
体
制
が
整
っ

て
い
ま
せ
ん
。
半
日
以
上
や

宿
泊
を
伴
う
産
後
ケ
ア
に
つ

い
て
は
提
供
で
き
る
産
婦
人

科
又
は
助
産
院
が
限
ら
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
い
ず

れ
に
つ
い
て
も
、
実
施
に
向

け
て
医
師
会
等
と
協
議
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
産
後
ヘ

ル
パ
ー
に
つ
い
て
は
、
住
民

の
協
力
に
期
待
し
た
い
と
こ

ろ
で
も
あ
り
、
十
分
な
検
討

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
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きたがた議会だより

　

林
福
祉
健
康
課
長

　

本
町
で
も
8
月
1
日
よ
り
役

場
で
配
布
を
開
始
し
て
お
り
ま

す
。
周
知
方
法
と
し
て
は
広
報

8
月
号
で
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
趣

旨
説
明
と
配
布
開
始
の
記
事
を

載
せ
、
10
月
号
に
も
掲
載
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
役
場
、
保

健
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
等
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し

障
害
者
等
に
優
し
い
庁
舎
に

町
庁
舎
東
側
大
屋
根
庇

の
下
に
障
害
者
優
先
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
車
い
す
用
ス

ロ
ー
プ
の
設
置
、
並
び
に
南
側

ス
ロ
ー
プ
に
車
い
す
・
ベ
ビ
ー

問 鈴
木
浩
之 

議
員

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
普
及
を

岐
阜
県
で
は
8
月
よ
り
、

義
足
や
内
部
障
害
、
妊

娠
初
期
な
ど
、
外
見
か
ら
は
分

か
ら
な
く
て
も
援
助
や
配
慮
を

受
け
や
す
く
す
る
た
め
の
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
の
配
布
を
開
始
し

た
。
こ
の
マ
ー
ク
の
意
味
を
知

る
こ
と
が
重
要
だ
が
、
町
で
は

ど
の
よ
う
な
周
知
・
配
付
を
さ

れ
て
い
る
か
。

て
い
ま
す
。
今
後
、
広
く
町
民

に
ご
理
解
い
た
だ
く
為
に
町

H
P
へ
掲
載
す
る
等
、
普
及
啓

発
活
動
を
継
続
し
ま
す
。

使
用
済
み
小
型
家
電
の

活
用
に
つ
い
て

携
帯
電
話
な
ど
の
小
型

家
電
に
含
ま
れ
る
金
属

か
ら
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
ル
を
製
作
す
る

取
り
組
み「
都
市
鉱
山
か
ら
つ

く
る
！
み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
東
京
都
で

は
2
月
か
ら
回
収
を
始
め
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
に
向
け
て

町
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

山
田
都
市
環
境
課
長

　

町
で
は
10
月
よ
り
小
型
家
電

の
無
料
回
収
を
行
い
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
参
加
も
予
定
し
て
い

ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

の
エ
コ
ド
ー
ム
に
専
用
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
け
、
広
報
10
月

号
や
H
P
等
で
周
知
し
ま
す
。

問

問答

夏
休
み
短
縮
に
よ
る
教

員
業
務
改
善
を

教
職
員
の
働
き
方
改
革

の
一
環
と
し
て
、
小
中

学
校
の
夏
休
み
期
間
短
縮
や
分

散
化
に
つ
い
て
、
教
員
の
業
務

改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
等
に

お
い
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
提
案
す
る
が
、
見
解
を

聞
き
た
い
。

名
取
教
育
長

　

夏
休
み
期
間
の
短
縮
や
分
散

化
は
慎
重
に
検
討
が
必
要
で

す
。
夏
休
み
期
間
中
は
、
地
域

や
家
庭
で
夏
休
み
な
ら
で
は
の

体
験
が
な
さ
れ
て
お
り
、
教
員

に
と
っ
て
も
研
修
会
へ
の
参
加

や
年
休
を
取
得
す
る
機
会
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

度
か
ら
夏
休
み
の
大
幅
な
短
縮

に
踏
み
切
っ
た
自
治
体
で
は
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
時
間
延

長
や
炎
天
下
の
登
下
校
等
課
題

も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
業

務
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
等

で
慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

問答

答

あなたの小型家電がメダルに生まれ変わります

スロープ等設置予定場所

カ
ー
の
案
内
表
示
、
北
側
町
道

に
横
断
歩
道
の
表
示
が
必
要
と

考
え
る
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

奥
村
総
務
課
長

　

庁
舎
南
東
の
角
の
庇
下
に
障

害
者
等
優
先
駐
車
場
及
び
ス

ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
方
向
で
検

討
し
ま
す
。
そ
の
設
置
に
伴
い
、

一
目
で
ス
ロ
ー
プ
が
あ
る
こ
と

が
認
識
で
き
る
為
、
南
側
へ
の

案
内
表
示
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
横
断
歩
道
に
つ
い
て
は
す

ぐ
東
側
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
付

近
に
既
設
の
横
断
歩
道
が
あ

り
、
距
離
が
近
す
ぎ
る
為
、
新

設
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

答
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国
保
の
運
営
移
管
に
関
し
て

国
民
健
康
保
険
の
運
営

主
体
が
来
年
4
月
か
ら

都
道
府
県
に
移
る
。
共
同
通
信

に
よ
る
調
査
で
は
市
区
町
村
の

35
％
は
来
年
度
保
険
料
が
上
が

る
と
予
想
し
て
い
る
。

①
こ
の
調
査
に
対
す
る
町
の
回

答
内
容
は
。

②
県
は
国
保
運
営
協
議
会
を
立

ち
上
げ
、
市
町
村
で
の
検
討

内
容
を
踏
ま
え
来
年
3
月
に

運
営
方
針
を
公
表
す
る
方
針

を
述
べ
た
が
、
検
討
内
容
と

は
何
か
。
3
月
公
表
で
来
年

度
の
実
施
に
間
に
合
う
の
か
。

③
県
移
管
し
た
場
合
の
国
保
料

の
試
算
表
で
は
大
多
数
の
自

治
体
が
上
昇
す
る
こ
と
に
な
っ

問 三
浦
元
嗣 

議
員

て
い
る
が
、
新
聞
記
事
で
県

医
療
整
備
課
は「
保
険
料
が

上
が
る
の
は
医
療
費
水
準
の

差
を
反
映
さ
せ
る
と
3
市
村
、

反
映
し
な
い
場
合
は
5
市
村

に
と
ど
ま
る
」と
答
え
て
い

る
。
こ
の
根
拠
を
知
り
た
い
。

④
県
内
す
べ
て
の
自
治
体
で
保

険
料
の
引
き
上
げ
に
な
ら
な

い
よ
う
国
に
公
費
の
拡
充
を

求
め
る
と
共
に
、
県
独
自
で

法
定
外
の
繰
り
入
れ
を
行
う

な
ど
の
処
置
を
求
め
て
は
ど

う
か
。安

藤
住
民
保
険
課
長

①
平
成
30
年
度
ま
で
に
準
備
が

間
に
合
う
か
と
い
う
問
い
に

対
し
て
は
、保
険
料
率
の
決
定
、

シ
ス
テ
ム
改
修
や
新
規
導
入

等
に
つ
い
て
は
間
に
合
う
が
、

き
め
細
か
い
保
健
事
業
の
実

施
、
住
民
へ
の
P
R
と
理
解

に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
と

答
え
ま
し
た
。
保
険
料
水
準

の
変
化
の
予
想
に
つ
い
て
は
、

賦
課
方
式
が
違
う
為
わ
か
ら

な
い
と
答
え
ま
し
た
。
移
管

を
め
ぐ
り
期
待
す
る
こ
と
と

懸
念
す
る
こ
と
は
、
保
険
料

負
担
の
格
差
の
平
準
化
や
市

町
村
の
財
政
・
事
務
負
担
の

軽
減
を
期
待
し
、
保
険
料
の

大
幅
変
動
や
医
療
費
抑
制
や

保
険
料
徴
収
へ
の
圧
力
を
懸

念
す
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

②
検
討
内
容
と
は
国
保
事
業
費

納
付
金
の
算
定
方
法
や
事
務

の
効
率
化
、
国
保
運
営
方
針

素
案
等
で
す
。
県
は
12
月
の

県
議
会
定
例
会
で
条
例
等
を

制
定
し
、
2
月
に
納
付
金
・

標
準
保
険
料
率
を
確
定
、
3

月
に
運
営
方
針
を
決
定
し
公

表
す
る
予
定
で
す
。
4
月
か

ら
新
制
度
が
施
行
さ
れ
る
よ

う
、
予
算
編
成
及
び
条
例
改

正
等
に
つ
い
て
準
備
を
進
め

ま
す
。

③
新
聞
で
の
掲
載
は
、
そ
の
時

点
で
公
表
さ
れ
て
い
る
試
算

結
果
で
あ
り
、
昨
年
4
月
当

時
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
、
平
成
29
年
度
に
仮
に
新

制
度
を
当
て
は
め
た
試
算
で

あ
り
、
平
成
30
年
度
の
保
険

料
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

④
国
民
健
康
保
険
改
革
対
策
検

討
会
が
随
時
開
催
さ
れ
、
県

に
対
し
て
意
見
を
述
べ
て
い

ま
す
。
町
独
自
で
国
や
県
に

公
費
の
拡
充
等
を
求
め
る
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

就
学
援
助
に
つ
い
て

6
月
議
会
で
の
一
般
質

問
に
て
、
就
学
援
助
に

つ
い
て
国
が
制
度
を
整
え
た
時

点
で
準
要
保
護
児
童
に
対
す
る

学
用
品
費
の
入
学
前
支
給
を

行
っ
て
い
く
と
の
答
弁
を
さ
れ

た
。
小
学
校
入
学
時
に
比
べ
、

中
学
校
入
学
時
の
学
用
品
費
は

か
な
り
高
額
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。
次
の
点
を
聞
き
た
い
。

①
北
方
中
学
校
に
お
け
る
入
学

時
の
準
備
物
に
必
要
な
費
用

は
い
く
ら
か
。

②
準
要
保
護
児
童
・
生
徒
就
学

援
助
に
お
け
る
、
中
学
校
入

学
時
の
学
用
品
費
の
支
給
金

額
と
時
期
は
。

③
要
保
護
児
童
・
生
徒
に
つ
い

て
は
主
に
生
活
保
護
で
対
応

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
支
給

時
期
や
費
目
及
び
金
額
は
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
が
行
う

支
援
と
の
分
担
に
つ
い
て
も

聞
き
た
い
。

有
里
教
育
次
長

①
10
万
円
程
で
す
。

②
平
成
29
年
度
単
価
で
４
７
，

４
０
０
円
で
す
。
支
給
時
期

は
1
学
期
末
で
す
。

③
準
要
保
護
児
童
・
生
徒
と
同

額
で
す
。
支
給
時
期
は
4
月

で
す
。
そ
の
他
の
学
用
品
や

給
食
費
は
教
育
扶
助
と
し
て

毎
月
支
給
し
て
い
ま
す
。
教

育
委
員
会
の
支
援
の
分
担
に

つ
い
て
は
、
修
学
旅
行
費
の

み
が
要
保
護
児
童
・
生
徒
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

町
道
の
補
修・整
備
に
つ
い
て

①
グ
リ
ー
ン
通
り
改
修
工
事
の

総
費
用
と
一
メ
ー
ト
ル
当
た

り
の
単
価
を
知
り
た
い
。

②
設
計
に
あ
た
り
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
目
標
と
し
て
い
る

が
、
交
通
量
が
多
い
道
路
で

は
歩
行
者
や
自
転
車
が
車
道

答

問

問

答
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きたがた議会だより

　
県
町
村
議
長
会
で「
住
民
自
治

の
根
幹
」と
題
し
て
、
山
梨
学
院

大
学
法
学
部
教
授
の
江
藤
俊
昭

氏
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
町
村

議
会
の
特
徴
に
つ
い
て
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
議
員
定
数
の
少
な

さ
や
、
議
員
報
酬
・
政
務
活
動
の

少
な
さ
、
議
会
基
本
条
例
の
意
義

な
ど
、
議
会
が
取
り
組
む
姿
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
議
会

基
本
条
例
で
は
、
住
民
間
で
議
論

す
る
場
や
、
住
民
意
識
の
向
上
に

繋
が
る
対
話
を
公
開
の
場
で
議
論

を
す
る
こ
と
。
又
、
政
務
活
動
は

必
要
で
あ
り
、
視
察
研
修
の
必
要

性
や
、
議
会
の
研
修
は
住
民
の
負

託
に
応
え
る
為
に
、議
員
と
し
て
、

資
質
の
向
上
と
説
明
責
任
を
果

た
す
こ
と
が
重
要
と
の
講
演
で
し

た
。
議
会
も
、
県
下
で
一
早
く
基

本
条
例
を
制
定
し
た
意
味
は
、
住

民
と
の
対
話
集
会
に
よ
る
、
住
民

自
治
と
議
会
改
革
が
目
的
で
し

た
。
約
束
を
守
ら
な
け
れ
ば
、「
町

政
に
望
む
声
」の
時
の
よ
う
に
、

議
員
の
姿
が
見
え
な
い
と
批
判
さ

れ
か
ね
な
い
。

�

井
野
　
勝
已

議
員
寄
稿

に
出
て
危
険
で
あ
る
。
今
後

も
こ
の
よ
う
な
規
格
の
道
路

改
修
を
行
う
つ
も
り
な
の

か
。
一
般
の
道
路
補
修
に
比

べ
て
大
変
高
額
に
な
る
為
、

身
近
な
道
路
の
補
修
に
予
算

を
使
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

牛
丸
技
術
調
整
監

①
総
工
事
費
は
約
12
億
9
千
6

百
万
円
、
一
メ
ー
ト
ル
当
た

り
約
34
万
円
で
す
。

②
今
後
の
道
路
改
良
に
つ
い
て

は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
方
針

に
よ
り
縁
石
構
造
を
基
本
と

し
ま
す
が
、
現
段
階
で
の
事

業
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身

近
な
道
路
補
修
に
つ
い
て
は

日
常
の
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
劣

化
状
況
を
把
握
し
、
緊
急
性

の
高
い
も
の
は
即
座
に
対
応

し
て
お
り
、
今
後
も
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

　

9
月
26
日
に
正
副
議
長
の
選

挙
、
各
常
任
委
員
等
の
選
任
を

行
い
、
新
し
い
議
会
構
成
が
決

ま
り
ま
し
た
。

安藤 浩孝

副
議
長

議
　
長

安藤　巖

議
会
構
成
か
わ
る

南
東
部
開
発
事
業
特
別
委
員
会

◎
安
藤　

哲
雄

○
三
浦　

元
嗣

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

◎
安
藤　
　

巖

・
安
藤　

哲
雄

・
杉
本　

真
由
美

・
松
野　

由
文

・
村
木　

俊
文

　
監
査
委
員

・
鈴
木　

浩
之

　
も
と
す
広
域
連
合
議
会
議
員

・
安
藤　

哲
雄

・
松
野　

由
文

・
村
木　

俊
文

（
◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
）

※
特
別
委
員
会
は
全
議
員
で
構
成

総
務
教
育
常
任
委
員
会

◎
杉
本　

真
由
美

○
安
藤　

哲
雄

・
井
野　

勝
已

・
安
藤　

浩
孝

・
鈴
木　

浩
之

　
厚
生
都
市
常
任
委
員
会

◎
松
野　

由
文

○
村
木　

俊
文

・
安
藤　
　

巖

・
三
浦　

元
嗣

　
議
会
運
営
委
員
会

◎
井
野　

勝
已

○
鈴
木　

浩
之

・
杉
本　

真
由
美

・
松
野　

由
文

　
行
財
政
改
革
問
題
特
別
委
員
会

◎
鈴
木　

浩
之

○
三
浦　

元
嗣

　
議
会
改
革
推
進
委
員
会

◎
松
野　

由
文

○
村
木　

俊
文


